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研究の概要 

酸化エチレン (Ethylene oxide, EO) は、国際がん研究機関でグループ 1 に分類される発がん性物

質である。わが国では、化学物質審査規制法の枠組みで 0.092 µg/m³を有害性評価値としているが、全

国モニタリングではこの値を上回る地点が複数確認されている。こうした状況を踏まえ、環境省では

EOの排出抑制対策を喫緊の課題とし、排出実態の把握と低減対策の具体化を求めている。 

本研究では、まず①都市域・都市周縁部・遠隔地において連続観測を実施し、季節変化や突発的な流

入イベントを含む EO濃度の変動特性を明らかにする。次に、②高時間分解測定が可能な計測装置を用

いた移動観測を実施し、その結果に基づいて排出データを整備する。大規模発生源周辺では影響範囲

を把握し、PRTR 届出データとの整合性を検証するとともに、都市域では医療用滅菌等に使用される、

これまで十分に把握されていない小規模発生源を探索する。さらに、これまで推計対象外であった自

動車排出ガスについても、台上試験に基づく排出係数の導出を試みる。これらの結果を踏まえ、業種

別・地域別の補正を行い、排出データを更新する。さらに、②を入力データとして組み込んだ濃度推計

モデルを構築する。数値シミュレーション結果を①の観測結果と比較・検証し、観測とモデル計算を照

合することで、観測計画や排出量データを改善し、観測とモデルの双方向の改善を図りながら、EO の

実態を総合的に解明する。構築した濃度推計モデルにより、国内の発生源対策によって低減可能な濃

度水準や削減の目安を示すとともに、濃度変動要因ごとの影響度マップを提示する。これにより、業種

別・地域別の対策の優先順位付けや監視設計に資する科学的根拠を示し、効果的な低減対策の検討に

貢献する。 
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研究の全体概要図 

 


